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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、教科書へのアクセシビリティを向上させるシステムを構築することである
。インクルーシブ教育を推進するためには、教科書へのアクセスは、重要な合理的配慮事項である。特に、視覚障害者
にとっては、配慮がなければ、教科書へのアクセスは困難であり、修学に大きな影響が出ると考えられる。そこで、本
研究では、教科書デジタルデータの活用実態を調査した上で、教科書デジタルデータ活用システムを構築するための基
礎研究を実施した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to develop an application system that improves 
accessibility to textbook. The accessibility of textbooks is very important reasonable accommodations to 
promote inclusive education. Especially for students with visual disabilities, textbook accessibility is 
extremely significant, if their textbooks aren’t accessible, it can incur negative influences on their 
learning. Then we have implemented field studies that clarified textbook accessibility for students with 
visual disabilities. Also we have conducted basic researches to develop the application system of digital 
data.

研究分野： 視覚障害教育、特別支援教育、知覚心理学、実験心理学、視覚科学

キーワード： 視覚障害　弱視　ロービジョン　拡大　デジタル教科書　教科書　タブレット　合理的配慮
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
本研究課題の申請時における背景・動機につ
いて、簡潔に記述すること。 
 
 国連の障害者権利条約等を受け、文部科学
省も共生社会の形成に向けて、インクルーシ
ブ教育システム構築のための特別支援教育
を推進することになった。そして、2008 年
「障害のある児童及び生徒のための教科用
特定図書等の普及の促進等に関する法律」
（以降、教科書バリアフリー法）が成立して
以降は、通常の学級に在籍する児童生徒にも、
点字・拡大教科書が無償で提供されるように
なり、義務教育段階では、すべての出版社か
ら拡大教科書が提供されるようになった。ま
た、拡大教科書の普及に伴い、その教育効果
等に関する研究も飛躍的に進展してきた。し
かし、これらの研究や実践等は、いずれも義
務教育段階に関するもので、我々が実施した
視覚障害特別支援学校（以下、盲学校）に対
する全国調査を除いて、高等学校段階以降を
対象とした研究・実践は、ほとんど実施され
ていなかった。 
 
 
２．研究の目的 
本研究課題の申請時における当初の研究目
的について、簡潔に記述すること。 
 
 本研究では、後期中等教育に焦点を絞り、
視覚障害のある生徒（以下、視覚障害生徒）
の修学に必要不可欠な合理的配慮を実現す
るための教科書デジタルデータ活用システ
ムを構築することであった。まず、アクセシ
ブルな教科書の発行が遅れている理由を分
析した上で、高等教育の出発点である後期中
等教育段階の視覚障害生徒が教科書にアク
セスできるシステムの構築とその教育効果
を多角的な観点から検討した。 
 
 
３．研究の方法 
本研究課題の研究方法について、その具体的
内容を簡潔に記述すること。 
 
 本研究では、高等学校に焦点を絞り、アク
セシブルな教科書の発行が遅れている理由
を分析した上で、実現可能性の高い教科書デ
ジタルデータ活用システムを構築するため
に、以下のサブテーマに基づいて、研究を実
施した。 
 
(1)教科書デジタルデータ活用システムの構
築：教科書出版社が提供可能な仕組みを分
析し、安定供給できる提供システムを試作
した。 

 
(2) デジタルデータ活用の要件と効果の分
析：コスト等の作成上の課題を整理した上
で、教育効果を測定し、どのような方式の

デジタルデータが効果的かを多角的な観
点から分析した。 

 
(3)デジタル教科書の試作・評価：授業で活用
できるデジタル教科書を試作し、評価実験
を実施した。 

 
(4)研修プログラムの開発と試行：デジタル教
科書の利用方法や作成方法を指導するた
めの研修プログラムを開発・試行した。 

 
 
４．研究成果 
 本研究課題の成果について、研究の主な成
果、得られた成果の国内外における位置づけ
とインパクト、今後の展望などの点から記述
すること。 
 
 本研究の結果、デジタルデータには様々な
形式があるが、教科書出版社が提供可能でな
おかつ視覚障害生徒に有効なファイルフォ
ーマットは、アクセシブルな PDF ファイル
であることを明らかにすることができた。た
だし、PDF ファイルは、固定レイアウトであ
り、リフローレイアウトを必要とする生徒の
ために別のファイル形式を別途用意する必
要性のあることが明らかになった。そこで、
本研究では、PDF ファイルと HTML ファイ
ルの両方を活用できるハイブリッド型閲覧
システムを立案した。本研究で構想したハイ
ブリッド型閲覧システムは、文部科学省初等
中等教育局特別支援教育課委託開発事業「学
習上の支援機器等教材開発支援事業」の助成
を受けてアプリ化され、配布されるに至った。
また、本研究で立案した研修プログラムは、
全国各地の盲学校等、弱視教育研究会等で実
施することができた。さらに、本研究の成果
を普及するために、学会等での発表だけでな
く、毎年３回の公開シンポジウムを実施して
きた。 
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